
第
五
十
四
回
定
例
研
究
会 

講
演

「
く
ら
し
と
飲
み
水
」 

 

野 

田 
 

功 
 

 

東
京
都
の
区
部
、
多
摩
地
区
さ
ら
に
は
島
嶼
部
に
お
け

る
上
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
、水
道
局
、

衛
生
局
・
福
祉
保
健
局
に
在
職
し
て
い
た
当
時
を
振
り
返

り
具
体
的
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
は
、
技
報

堂
出
版
（
株
）
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
み
ん
な
で
考
え
る 

飲

み
水
の
は
な
し
』
の
共
同
執
筆
者
（
ア
ク
ア
研
究
会
）
の

お
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。 

 １
． 

水
の
日 

八
月
一
日
は
「
水
の
日
」
で
す
。
地
球
に
存
在
す
る
水

の
九
七
・
五
％
が
海
水
で
あ
り
、
残
り
の
淡
水
の
ほ
と
ん

ど
も
南
極
・
北
極
地
域
の
氷
や
氷
河
と
し
て
存
在
し
て
い

る
た
め
、
利
用
し
や
す
い
地
表
に
あ
る
河
川
や
湖
沼
の
水

は
わ
ず
か
〇
・
〇
一
％
で
、
地
下
水
全
部
を
加
え
て
も
〇
・

八
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。 

わ
が
国
の
水
利
用
量
全
体
に
占
め
る
各
分
野
の
割
合

は
、
生
活
用
水
が
十
九
％
、
工
業
用
水
が
十
四
％
、
農
業

用
水
が
六
十
七
％
で
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
農
業
用
水
で

す
。 水

道
水
は
厚
生
労
働
省
、
工
業
用
水
は
経
済
産
業
省
、

農
業
用
水
は
農
林
水
産
省
と
所
管
が
縦
割
り
化
さ
れ
て
お

り
、
総
合
的
な
水
政
策
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

水
道
水
源
と
し
て
は
、
河
川
水
、
湖
沼
・
貯
水
池
水
、

地
下
水
、
伏
流
水
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
表

‐
１
の
通
り
で
す
。 

全
国
ベ
ー
ス
で
水
道
水
源
の
割
合
を
み
ま
す
と
、
河
川

水
が
二
六
％
、ダ
ム
湖
水
が
四
七
％
、井
戸
水
が
二
〇
％
、

伏
流
水
が
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 



三
園
浄
水
場
（
板
橋
区
）
に
は
水
道
水
を
浄
水
す
る
系

列
の
他
に
、工
業
用
水
を
専
門
に
浄
水
す
る
系
列
が
あ
り
、

主
と
し
て
下
町
の
工
場
へ
供
給
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
で

は
そ
の
一
部
を
ト
イ
レ
の
水
洗
水
と
し
て
大
規
模
な
住
宅

団
地
に
も
送
水
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
工
業
用
水
の
需
要

が
減
少
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。 

給
水
人
口
が
五
千
人
を
超
え
る
場
合
は
上
水
道
事
業

に
、
一
〇
一
～
五
千
人
の
場
合
は
簡
易
水
道
事
業
に
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
専
用
水
道
は
寄
宿
舎
・
社
宅
な
ど
に
お
け
る
自

家
用
水
道
で
百
人
を
超
え
る
者
に
供
給
す
る
も
の
を
、
簡

易
専
用
水
道
は
水
道
事
業
か
ら
供
給
さ
れ
る
水
の
み
を
水

源
と
す
る
受
水
槽
の
有
効
容
量
が
一
〇
㎥
を
超
え
る
も
の

を
い
い
ま
す
。 

東
京
都
で
簡
易
水
道
事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
桧

原
村
、
利
島
村
、
新
島
村
、
神
津
島
村
な
ど
で
す
。
島
嶼

部
で
も
大
島
町
と
八
丈
町
は
、
上
水
道
事
業
と
簡
易
水
道

事
業
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

東
京
都
で
は
利
根
川
・
荒
川
水
系
が
３
／
４
を
占
め
て

い
ま
す
。
給
水
系
統
間
や
浄
水
場
間
を
ル
ー
プ
化
し
て
相

互
に
融
通
で
き
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
と
っ
て
、
渇
水

時
や
送
水
管
事
故
に
備
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
東
村
山

浄
水
場
と
朝
霞
浄
水
場
と
の
間
で
は
原
水
連
絡
管
に
よ
っ

て
、
東
村
山
か
ら
は
自
然
流
下
で
、
朝
霞
か
ら
は
ポ
ン
プ

圧
送
で
相
互
に
融
通
で
き
ま
す
。
ま
た
、
多
摩
川
水
系
の

小
河
内
貯
水
池
へ
の
貯
水
は
、
渇
水
時
に
備
え
る
予
備
的

な
性
格
も
有
し
て
い
ま
す
。 

 

特
殊
な
事
例
で
す
が
、
式
根
島
は
島
内
に
水
源
が
な
い

た
め
、
隣
り
の
新
島
（
水
源
は
井
戸
水
）
か
ら
の
海
底
送

水
管
に
よ
り
水
道
水
を
確
保
し
て
い
ま
す
。 

上
水
施
設
の
役
割
は
、
①
良
好
な
水
質 

②
必
要
な
水

量 

③
適
切
な
水
圧 

を
技
術
的
に
確
保
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
上
水
道
の
水
の
流
れ
は
、
水
源
、
取
水
、
導
水
、

浄
水
、
送
水
、
配
水
、
給
水
（
建
物
の
水
栓
）
の
順
で
す
。 

日
本
の
水
道
技
術
の
高
さ
を
示
す
も
の
の
一
つ
に
漏

水
率
（
水
道
管
か
ら
水
が
漏
れ
る
割
合
）
の
低
さ
が
あ
り

ま
す
が
、
東
京
の
漏
水
率
は
約
三
％
で
す
。
先
進
国
の
都

市
の
平
均
が
一
〇
％
前
後
と
云
わ
れ
る
な
か
、
こ
の
数
値

は
驚
異
的
で
す
。 

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
外
側
は
水
道
局
の
管
轄
、
そ
れ
よ



り
内
側
は
私
有
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
宅
地

内
で
あ
っ
て
も
メ
ー
タ
ー
よ
り
道
路
側
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

水
道
局
で
責
任
を
も
っ
て
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。 

一
般
家
庭
で
の
水
使
用
量
は
四
人
家
族
で
一
㎥
／
日

で
す
。
そ
の
う
ち
ト
イ
レ
の
水
洗
水
が
約
１
／
４
を
占
め 

               

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
節
水
型
ト
イ
レ
の
普
及
が

進
み
、
こ
の
比
率
が
下
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
他
に
、
浴

室
が
二
五
％
、
洗
濯
が
二
〇
％
、
炊
事
が
二
〇
％
で
す
。 

現
在
の
東
京
都
の
水
道
事
業
で
は
三
階
建
て
の
住
宅

ま
で
は
直
接
給
水
で
き
ま
す
（
直
圧
直
結
給
水
方
式
）。
四

階
建
て
以
上
の
建
物
の
場
合
は
、
揚
水
ポ
ン
プ
で
高
置
水

槽
に
水
道
水
を
一
旦
貯
め
、
こ
こ
か
ら
自
然
圧
で
各
階
へ

給
水
す
る
「
貯
水
槽
水
道
方
式
」、
あ
る
い
は
地
上
に
増
圧

ポ
ン
プ
を
置
き
、ポ
ン
プ
圧
に
よ
り
各
階
に
給
水
す
る「
直

結
給
水
方
式
」
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
増
え
て
き

ま
し
た
高
層
建
築
物
で
は
増
圧
ポ
ン
プ
を
、
低
層
用
、
中

層
用
、
高
層
用
な
ど
に
分
け
て
設
置
し
て
、
末
端
の
給
水

栓
で
過
剰
な
水
圧
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。 

 ２
． 

水
質
基
準 

 

水
質
基
準
は
平
成
十
五
年
現
在
、
健
康
に
関
連
す
る
三 

十
項
目
、
水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る
二
十
項 

目
の
ほ
か
、
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目
と
し
て
の
、
健
康 

関
連
十
四
項
目
（
農
薬
類
百
二
物
質
は
一
項
目
と
し
て
カ 

ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
）
並
び
に
水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状



に
関
連
す
る
十
三
項
目
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、

要
検
討
項
目
が
四
十
八
項
目
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
水

質
基
準
項
目
の
推
移
を
表‐

２
に
示
し
ま
す
。 

  

               

平
成
五
年
十
二
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
新
水
質
基
準
」 

が
、
従
来
の
も
の
（
昭
和
五
三
年
制
定
）
と
根
本
的
に
違

っ
て
い
る
の
は
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
ト
リ
ク
ロ
ロ

エ
タ
ン
な
ど
の
洗
浄
剤
や
、
農
薬
な
ど
の
化
学
薬
品
に
対

す
る
規
制
が
本
格
的
に
入
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
大
き
く

四
つ
に
分
け
ら
れ
、
安
全
な
水
か
ら
美
味
し
い
水
ま
で
、

段
階
的
に
チ
エ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

水
道
法
に
基
づ
く 

水
質
基
準
と
し
て
、 

ど
こ
の
水
道
水
で 

も
満
た
さ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
基
準 

項
目
は
、「
健
康
に 

関
連
す
る
項
目
」
と 

「
水
道
水
が
有
す 

べ
き
性
状
（
味
覚
、 

色
、
匂
い
、
発
泡
な 

ど
）
に
関
連
す
る
項 

目
」
で
す
。
こ
の
他 

に
、
質
の
高
い
水
道 



水
の
目
標
値
と
し
て
の
「
快
適
水
質
項
目
」
が
あ
り
、
原

水
の
将
来
的
な
悪
化
に
備
え
て
の
「
監
視
項
目
」
が
あ
る

と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

給
水
栓
に
お
い
て
遊
離
残
留
塩
素
を
〇
・
一
㎎
／
ℓ
以 

上
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
、
水
道
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
主
な
消
毒
剤
は
、
液
化
塩
素
や
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
で
す
。
浄
水
場
か
ら
送
水
さ
れ
る
と
き
の
濃

度
は
、
〇
・
七
～
〇
・
八
㎎
／
ℓ
程
度
で
す
。
塩
素
消
毒

の
際
、
浄
水
に
わ
ず
か
な
が
ら
含
ま
れ
て
い
る
あ
る
種
の

有
機
物
と
反
応
し
て
、
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
な
ど
の
副
生
成

物
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
塩
素
注
入
量
を
む
や

み
に
増
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
水
道
水
を

各
地
域
へ
送
る
拠
点
で
あ
る
給
水
所
に
、
塩
素
を
追
加
注

入
で
き
る
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
浄
水
場
で
の
塩
素

注
入
量
を
低
減
し
、浄
水
場
か
ら
の
距
離
に
か
か
わ
ら
ず
、

残
留
塩
素
濃
度
が
適
切
に
保
た
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

    

 

   



  

 

 

３
． 

凝
集
沈
殿
、
緩
速
ろ
過 

、
急
速
ろ
過 

一
㎡
当
た
り
一
日
四
～
五
㎥
の
緩
や
か
な
速
さ
で
ろ 

過
す
る
方
法
が
緩
速
ろ
過
で
す
。
砂
層
表
面
や
砂
層
内 

に
生
息
し
て
い
る
微
生
物
の
働
き
で
臭
い
成
分
や
有 

機
物
が
分
解
さ
れ
ま
す
。
東
京
都
で
は
境
浄
水
場
で
実 

施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

凝
集
沈
殿
は
、
細
か
い
沈
殿
し
に
く
い
も
の
を
沈
め
る
た

め
、
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
入
れ
て
溶
解
さ
せ
、
凝
集
体

を
つ
く
る
な
か
に
沈
殿
し
に
く
い
も
の
を
包
み
込
み
、
沈

殿
分
離
す
る
方
法
で
す
。 

急
速
ろ
過
は
、
凝
集
剤
を
加
え
て
濁
り
を
除
去
し
た
後
、

一
㎡
当
た
り
一
日
一
二
〇
～
一
五
〇
㎥
で
ろ
過
し
ま
す
。 

 

４
． 

高
度
浄
水
処
理 

利
根
川
水
系
の
金
町
、
三
郷
、
朝
霞
、
三
園
の
各
浄
水

場
で
の
異
臭
味
障
害
を
解
消
す
る
た
め
、
高
度
浄
水
処

理
（
オ
ゾ
ン
処
理
＋
生
物
活
性
炭
処
理
）
が
平
成
元
年

よ
り
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
平
成
二
十
五

年
度
中
に
利
根
川
水
系
の
全
量
を
高
度
浄
水
処
理
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
）。 



オ
ゾ
ン
処
理
は
、
オ
ゾ
ン
の
強
い
酸
化
力
で
臭
い
物
質 

や
有
機
物
を
分
解
す
る
も
の
で
す
。 

生
物
活
性
炭
処
理
は
、
基
本
的
に
は
、
細
孔
を
有
す
る 

活
性
炭
の
吸
着
能
力
に
よ
っ
て
臭
い
物
質
や
有
機
物
を
処

理
す
る
方
法
で
す
が
、（
粒
状
）
活
性
炭
の
表
面
に
微
生
物

が
繁
殖
し
、
こ
れ
に
よ
る
生
物
浄
化
能
力
（
有
機
物
や
ア

ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
の
分
解
）
が
加
味
さ
れ
、
ひ
い
て
は
活

性
炭
の
吸
着
機
能
を
持
続
さ
せ
、
結
果
的
に
活
性
炭
の
寿

命
が
延
命
し
ま
す
。 

 

高
度
浄
水
処
理
を
行
う
と
、
カ
ビ
臭
さ
の
原
因
と
な
る

物
質
（
あ
る
種
の
藍
藻
類
、
放
線
菌
類
が
産
出
す
る
ジ
ェ

オ
ス
ミ
ン
や
２‐

メ
チ
ル
イ
ソ
ボ
ル
ネ
オ
ー
ル
）
や
カ
ル

キ
臭
の
も
と
と
な
る
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
な
ど
、
通
常
の

浄
水
処
理
（
凝
集
沈
殿
＋
急
速
ろ
過
＋
消
毒
）
で
対
応
し

き
れ
な
い
物
質
が
除
去
で
き
る
ほ
か
、
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン

（
水
中
の
あ
る
種
の
有
機
物
と
塩
素
が
反
応
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
成
す
る
物
質
）
生
成
能
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
も

可
能
と
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
こ
の
高
度
浄
水
処
理
水

を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
、「
東
京
水
」
と
名
付
け
て
イ
ベ

ン
ト
会
場
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。東
京
以
外
に
も「
京

の
水
道 

疎
水
物
語
」（
京
都
市
）、「
新
し
い
自
由
都
市
堺
」

（
堺
市
）、「
神
奈
川
の
お
い
し
い
水 

森
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

（
神
奈
川
県
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 



５
． 

膜
ろ
過
法 

近
年
、
膜
ろ
過
法
【
精
密
ろ
過
（
Ｍ
Ｆ
）、
限
外
ろ
（
Ｕ 

Ｆ
）、
逆
浸
透
（
Ｒ
Ｏ
）
な
ど
】
が
、
島
嶼
部
で
の
井
戸
水

の
塩
水
障
害
対
策
へ
の
適
用
ば
か
り
で
な
く
、
区
部
や
多

摩
地
区
に
お
け
る
小
規
模
浄
水
場
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
八
箇
所
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
性
に
優
れ
て
い
る
た
め
で
す
。 

さ
ら
に
、
伏
流
水
を
水
源
と
し
て
い
る
砧
浄
水
場
の
緩

速
ろ
過
法
も
膜
ろ
過
法
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
、
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
酢
酸
セ
ル
ロ
ー

ズ
な
ど
か
ら
で
き
て
い
る
有
機
膜
と
、
ア
ル
ミ
ナ
系
な
ど

の
無
機
膜
と
が
あ
り
ま
す
。
形
状
に
は
ス
パ
イ
ラ
ル
状
や

中
空
糸
状
が
あ
り
ま
す
。
細
孔
径
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
ば
か
り
で
な
く
、
分
子
、

イ
オ
ン
ま
で
も
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

Ｍ
Ｆ
膜
は
孔
径
の
大
き
な
も
の
で
も
〇
・
四μ

ｍ
程
度

で
す
の
で
、
懸
濁
物
質
や
大
腸
菌
な
ど
は
ほ
ぼ
完
全
に
除

去
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｕ
Ｆ
膜
は
一
部
の
溶
解
性
高
分
子

物
質
を
、
さ
ら
に
、
Ｒ
Ｏ
膜
は
イ
オ
ン
や
低
分
子
の
溶
解

性
有
機
物
を
も
、
除
去
が
可
能
で
す
。 

 
 

 

     
 



 

６
．
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー 

「
飲
み
水
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
水
で
！
」
と
云
っ 

た
風
潮
が
起
こ
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
消
費
量
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
国
内
生
産
と
輸
入
を
合
わ
せ
る

と
三
一
億
リ
ッ
ト
ル
も
あ
り
、
こ
れ
は
昭
和
五
十
七
年
の

約
三
六
倍
の
量
で
す
。
原
水
や
処
理
方
法
の
違
い
に
よ
っ

て
四
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
市
販
さ
れ
て
い
る
国
産
の

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
特
定
の
水
源
か
ら
採
水
さ
れ
た
地

下
水
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
溶
け
込
ん
で
い
る
も
の
を
沈

殿
、
ろ
過
、
加
熱
殺
菌
処
理
し
た
水
）
で
す
。 

 

７
． 

直
結
給
水
と
水
質
デ
ー
タ
の
自
動
計
測 

水
道
事
業
者
と
し
て
は
「
蛇
口
か
ら
の
水
を
飲
み
水

に
！
」
と
の
思
い
で
、
利
根
川
水
系
の
浄
水
場
に
高
度
浄

化
処
理
を
導
入
し
、
さ
ら
に
上
水
の
風
味
を
損
ね
る
お
そ

れ
の
あ
る
貯
水
タ
ン
ク
を
で
き
る
だ
け
経
由
さ
せ
ず
に
直

接
、
浄
水
を
蛇
口
に
送
水
す
る
「
直
結
給
水
」
に
努
め
て

い
ま
す
。「
直
結
給
水
」
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
三
階
ま
で
で

す
。 浄

水
場
の
入
り
口
に
は
毒
物
検
知
水
槽
が
設
置
さ
れ

て 

お
り
、
魚
を
セ
ン
サ
ー
と
し
て
用
い
て
そ
の
活
動
電
位
を

連
続
的
に
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毒
物
混
入
の
有
無



を
監
視
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
残
留
塩
素
、
電
気
伝
導
度
、
濁
度
な
ど
を
自

動
的
に
計
測
す
る
「
水
質
計
器
」
が
都
内
一
三
一
箇
所
の

給
水
栓
に
設
置
さ
れ
二
四
時
間
連
続
測
定
し
、
そ
の
デ
ー

タ
を
テ
レ
メ
ー
タ
に
よ
り
水
質
セ
ン
タ
ー
や
多
摩
の
水
質

課
に
送
っ
て
い
ま
す
。 

  

 

 

 



８
．
浄
水
器 

日
本
で
一
般
家
庭
に
浄
水
器
が
普
及
し
始
め
た
の
は

一
九
七
〇
年
代
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
琵
琶
湖
の
汚

染
が
進
ん
で
塩
素
使
用
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
近
畿
地

方
の
水
道
水
の
水
質
悪
化
（
カ
ル
キ
臭
、
カ
ビ
臭
）
で
す
。

浄
水
器
の
ブ
ー
ム
の
陰
に
は
、
水
道
水
へ
の
不
安
が
あ
り

ま
す
。
私
が
経
験
し
た
も
の
と
し
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内

の
水
道
配
管
が
老
朽
化
し
た
た
め
上
水
の
風
味
が
悪
く
な

り
、
浄
水
器
を
つ
け
た
と
云
う
例
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

蛇
口
直
結
型
は
、
蛇
口
の
先
端
に
直
接
取
り
付
け
る
タ

イ
プ
で
、
取
り
付
け
は
比
較
的
手
軽
で
す
が
、
残
留
塩
素

が
浄
水
器
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
て
し
ま
い
微
生
物
繁
殖
の

温
床
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
交
換

は
早
め
に
す
べ
き
で
す
。 

 

据
え
置
き
型
は
、
ホ
ー
ス
で
蛇
口
や
水
道
管
に
つ
な
ぐ 

タ
イ
プ
で
、
浄
水
能
力
が
高
く
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
交
換 

頻
度
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
が
、
あ
る
程
度
の
設
置
ス
ペ 

ー
ス
を
必
要
と
し
ま
す
。 

日
頃
の
洗
浄
を
怠
れ
ば
、
水
の
出
口
周
辺
や
内
部
に
カ 

ビ
が
す
ぐ
に
繁
殖
し
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
を
適
切
に
取
り
替
え
な
い
と
、
内
部
に
溜
ま
っ
て
い
た

汚
染
物
質
ま
で
も
が
蛇
口
か
ら
放
水
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
 



 
 

 

 

  

９
．
水
道
施
設
の
耐
震
化 

 

耐
震
化
工
事
は
、
上
水
道
施
設
ば
か
り
で
な
く
、
並
行

し
て
下
水
道
施
設
に
も
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
施
設
を
止
め
て
工
事
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
困
難
性
が
あ
り
ま
す
。 

地
震
か
ら
貯
水
池
の
堤
防
を
守
る
た
め
に
、
す
で
に
あ

る
堤
防
に
さ
ら
に
土
を
盛
っ
て
強
く
す
る
堤
体
強
化
工
事

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
古
く
な
っ
た
水
道
管
は
地
震
に
強
い
材
質
の
も

の
に
取
り
替
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
き
に
、
管
の
継
ぎ

手
が
震
動
が
あ
っ
て
も
抜
け
出
さ
な
い
構
造
の
も
の
に
し

て
い
ま
す
（
二
十
三
年
度
末
の
実
施
率
は
二
九
％
）。
首
都

中
枢
機
関
、
災
害
時
拠
点
病
院
な
ど
へ
の
供
給
ル
ー
ト
に

加
え
、
液
状
化
の
被
害
が
大
き
い
と
さ
れ
る
地
域
、
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
物
、
帰
宅
困
難
者
が
集
中
す
る

主
要
駅
な
ど
へ
の
供
給
ル
ー
ト
も
優
先
的
に
耐
震
継
ぎ
手

化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
水
道
管
が
地
下
か
ら
個
別
の
建
物
へ
立
ち
上

が
る
部
分
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
可
と
う
管
に
す
る
こ
と
に



よ
り
、
地
震
時
の
振
動
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
工
事

も
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。 

地
震
で
水
道
管
が
こ
わ
れ
て
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
と

き
の
た
め
に
、
公
園
な
ど
の
地
下
に
大
き
な
水
槽
（
応
急

給
水
槽
）
が
造
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
浄
水
場
や
給
水
所
に

も
水
が
貯
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

表‐

７
は
、
東
日
本
大
地
震
に
お
け
る
水
道
施
設
の
被

害
概
況
で
す
。
意
外
に
多
か
っ
た
の
は
、
水
道
水
源
で
あ

る
地
下
水
（
浅
井
戸
）
の
塩
水
化
で
し
た
。
沿
岸
地
域
の

地
下
水
に
海
水
が
浸
入
し
、
水
源
で
あ
る
地
下
水
が
塩
か

ら
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

 

（
本
文
は
、
当
日
の
講
話
を
も
と
に
再
構
成
し
た
も
の
で

す
。） 

     

 
 

 

 



 

 
 

 
 
 
 

  

 

（ 

                

（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
十
一
日
、 

小
平
市
ふ
れ
あ
い
下
水
道
館
に
て
） 


